









ャンパスになったな、という感じがいたしました。私が非常勤講師を勤めていました時は、正門入ってすぐの広場で応援団の人たちが、 「エイエイオー」みたいに、そして女子学生たちダンスを踊ってい 、若いっていいなと思 そばを通っ りしていました。懐かしいというより 素敵にな たなという感じでした。土手の道が好きで、楽しい通勤路でした。
週に一日しか参りませんで、文芸コースのゼミもしましたけ
れど、私は芭蕉・蕪村・一茶の連句 現代詩の「表現」も講義しました。実はわ しは連句は好きだったんですが 芭蕉から入ったわけではなく 。
私は出版社に勤めておりまして、これが長かったんですが、
青土社というんです ここで大岡信さん 丸谷才一さ 、安東次男さん、石川淳さんたちが『歌仙』という本をお出しになりまして、歌仙 のは三十六句形式の連句 ことなん す。
三十六歌仙にちなむものなんですが、これが面白くって。そこではまってしまった。残業して居酒屋でちょっとお酒飲んで帰ろうという時に、編集者の私たちは連句を何にも知らないのに見よう見まねで連句をして、メモをぼろぼろになるまでポケットにいれて持ち歩いたりしていまし 。
それで、何にもわからないのに、十数年後に『連句のたのし








籍していらっしゃいまして、私は存じ上げなかったんですが、私の連れ合いの車谷長吉と作家同士で知り合いだったものですから、私に電話で、法政の学生さんたちと連句をやってみませんかとおっしゃったんです。それは楽しいだろうなと思 て、お引き受けしたんですね。そして、シラバスを送ってこられましたら、日本文芸特別講義〈近世〉とか 書 てあるので慌てまして。それから三、四ヵ月連句の猛勉強をいたしまし 、芭蕉・蕪村は評釈が行き届い る これからもまだまだ積みあがっ いくと思うんですが 一茶の 研究が寥寥 るものだというのが、その時わ りました。
一茶研究者は、それは何人かいらっしゃいますけれども、連





はないよう のは、付きすぎ 連句で て面白くないんですね。付きすぎの連句は、高浜虚子 正岡子規が巻いた連句があるんですが、これがいい例です。正岡子規という人は、連句は文芸ではないという事をいいました。この人は の中の第一 目、発句ですが、これを独立させることによって、俳句の近代を目指したというか、個性を生かそうと たというか。それですから、連句を否定したわけですが、ちょっ 勇み足だったんじゃないかな、と私は思っています。
連句の付けには人柄が現れてくると思うんですね。このプリ
ントは、夏目成美 一茶とそれから途中で浙江という人が入って、三人で代わりばんこにやっていってるんですが。それで付けはですね、付きすぎず離れすぎずというの 基本なんですけれども、やっぱり人によって目立ちた る人は、 「俺 俺は」
や
「私は私は」という句を付けたがるし、遣り句というのは――









ますけれど 信濃の人ですね。そして母親に早く死 れて、二度目の母親を迎えるんですが、こ 人に男の子が産まれて、長男である一茶の方が江戸へ働きに行かされるんですね。これも、継母と一茶との折り合いが悪かったので 一茶 父親 判断じゃないかなと思うんですが。一茶という人 人間的には腰の低い人だったようですね。それはそう よね。江戸へ十三、四かそこらで一人で出てきて色々と、何をして食べてきたかっていう研究はは きり はしていないんですけれど、ともかくどうにかして俳諧を覚えたん から。勉強もよくしました。ただ文献の生噛り あったらしく 、この夏目成美に「日本紀をひねくり回す癖ありて」なんて、連句 中でからかわれています 「日本紀」は『日本書紀』で が。夏目成美 いう人は両国の札差で、豪商ですね。この人 見たら一茶は面白いんですよ。野卑というか 鄙ぶりの句 詠 貧乏 売り
あんぎや
ものにするところもありました。一茶は諸国へ行脚に ますと自分はこ なに苦労して大変だったというと ろを気取らずに句に詠みます。地方のお大尽衆も驚いて、次第に人気が出てきたんだろうと思いま 。
連句は一茶の全体像がみられるということと、江戸時代の風
俗が垣間見られる いうことですね。わからな ことが結構
るんですけれども、基本的にフィクションなんですが、ところどころで本音とか、これ実体験なんじゃないかというような句もあります。運びの面白さとかそういうのがあるために、私は一茶連句を読み続けています。今は、千葉の朝日カルチャーセンターというところに秋・冬に月一回で行きまして、全部で六日間なんですが、最初の三十分、一茶の連句を読みまして、そのあと実作です。 一茶の句を発句に据えて、 みんなで連句を作っていきます。こちらでも、浅沼先生が学生 んたちと連句をたとおっしゃっていましたけれど、私も学生さんたちとしたことがあります。ゼミでは句会なんかもしました。ゼミの句会っていうのは、春夏秋冬で 回ずつした が、その時は名前を隠してみんなで点数を入れるんです も、何 かわいらしい句を作ると点数が入るん すね。それがわかっ き した。
学生さんたちと講義のときに連句の実作をしたことがあるん
ですけれども、そんなに学生さんの数も多くなかった のですから、その時は、短冊を回しまして、そして集めます。そ 中からいいなと思ったものを黒板に書いて、この句はここがいいと思うというふうに たしまし 。 たちの句で秀逸なのを私、今でも覚えているんです 、
藤原紀香俺には無理か
というのがありました。感心してしまいました。そ 時、藤
原紀香って誰？って私、聞いたん 。そし ら学生さ たちしらーっとして、呆れられてしまいました。それからだんだ
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ます。そして捲 まして、ここに十二句を書きます。ここまでが一の折、または初折で 。それから名残の表十二句。なぜ名残かといいますと、これは連歌から来 いるんですね。連歌はこの紙を四枚使い す。四の折――死の折という 嫌い して、名 の折と ったんですね。そ が連句の方にも残りました。私も二の折 うよりも 名残という方が専門的 感じして好きですね。こっちが名残の裏ですね。六句 。それで略して句の頭にナオ（名残表）と書いた 、ナウ（名残裏）と書いたりします。
プリントの方をご説明していきましょうか。この歌仙は文化三年のものだそうです。発句は当季を詠むと










ので成美がこの傘を持っていくとい よ、ぼろ傘だけどということで一茶に渡して、 「破れてもみかさとまうせ木下闇」と一句詠んでそれを発句に据えたんですが、成美は意味が解るかなっていうような感じだったんじゃな すかね。一茶も成美の家に何日か泊めてもらっていた時に、金子が無くなったりして、疑いを掛けられて数日留め置かれたという事件がありますから、成美 し みれば、年齢も十四か十五か下の一茶を試すような気持ちはあったと思いますね。それで、どんな句を付けてくる なと意地悪く待っていたんですね。ふつう発句は端正
一茶の連句
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花」となると、蚊がまだ勢いがあるので夏の句ということになります。萩が宮城野の名物というか、宮城野ときたら萩なんですね。だから といっただけで、 「あ 一茶は自分が引 た歌をわかってるんだ いうことが、成美にはわかったんですね。でも「萩のはつ花」に普通 ったら夏の季語、きれいな夏の季語 付けるくらいだと思うんですが、 「蚊」なんて持 てくるのは一茶だな、という感じがしま 。しかも 「蚊やり
」 。



































然だと思うんですけれども、成美がなんと二花三月の内の四つまで一人で占めてしまった。それで最後の方ですね、一番最後の句は挙句 い の が――普通に使われているあの挙句です。この挙句からきてるんですね で 普通は挙句の一つ前の句が花 座なんですが、もう一つ前に移動させています。というのは、さすがに夏目成美も自分ばかり花と月もらっちゃって悪いから、あんたや なさいと、きっと振舞ったと思うんでね。こ いうこともありまして、これは安東次男さん 聞いたんですけれども 私の連句の師匠筋 いうのが安東次男さんなんですよ それで、安東さんに言わせますと、歌仙というのは三人が元だというんですね それ 、例えばＡＢＣＡＢＣと付けていくと、Ｂの人が月花を独り占めしてし う。
さっき申し上げませんでしたけど、発句というのは正客とい
いますか、大事なお客様が、ここ いい処ですねと ふ に付ける場合が多 。 「五月雨をあつめて早し最上川」いう有名な芭蕉の句がありま 芭蕉 連句 席では「五月雨をあつめて涼し最上川」と詠みました。 の方が挨拶しては気持ちがいいですよね。あとで自分の句に直した です。
この連句を教室で取り上げましたら、学生さんが、自分は 「五
月雨をあつめて早し最上川」というのは覚えているけれどもって聞いてくれましたね。えら 感心しました い 質問 した
連句の発句・脇というのは、挨拶です。で脇が亭主なんです
ね。 「ようこそいらっ ゃいました」というの 脇場合成美の家でやっていて、なんで主人が発句やって のという事になりますけれど、何度も何度も連句を巻いていると思う
一茶の連句
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『一茶全集』からコピーを取ったんですが、全集の編纂者がこういう注をつけてくれてあって、非常に助かります。 「呉服まつり。九月一八日」 ということで、秋の季語ですね。さっき言ってませんでしたが、 「痩ぼねに欠けたる月」――「月」だけで秋の季語です。 は秋の季語なんです。春の ですと 朧月」と詠んだり、夏の月ですと夏の季語を持ってく とか、 夏の月」とかっ 詠む ですね。秋は、ほか 何の季語がなくても、「月」だけで秋です。冬は「寒月」と そういう言葉もありますね。
連句をやっていると、歳時記を引くことがけっこう多くなり
ますが、俳人の人達っていうのは、歳時記が全部頭に入ってますよね。 驚くほどです。 でも俳句の結社の人たちは、 連句はやってはいけないといわれている人 いるそうです。連句 基本的にフィクションで 。でも体験が きたりするものなんですね。恋の句は、恋の定座というのは、決まった位置はないんですけれども、だ たい一折に一ヵ所くらい、こ 辺とこ 辺というのはあります。そして、表六句は恋の句はいけない、と。それで、最初の 初 とか、あっさり作っ 、後 方のはちょっと濃厚なのとか 私も捌いたりするとき あるんが、そんなのは私にはできな とか、怒られたこ があり した。フィクションでいいんですけれど それで俳句の人たちは
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長谷川櫂さんの俳句の会に月一でしたけど、二年くらい通いました。その時、吟行に連れて行ってくれました そうするとみなさん、花なら花で、じぃーっと見る よね。私そういうのはあまり好きではなくて。やっぱり後から自然に出てくるのがよくて、作ろうという意識はあまり好きじゃなかったですね。今でも俳句を作ろうってい のは、何かいただきものをした時ですね。そういうとき、葉書に一句添えて出します。そういうふうにして書いてきてくれる人もいます。それを見て「下手だねえ」と言って笑ったり ているんですが。そこ ら考えると、礼状の一句というのは、下手なほど喜ばれるん ゃないかなと思っています。こないださ らんぼをいただ た時 、 「さくらんぼ欝はどこかへ くでせ 」という ういうへんな俳句を添えました。
途中でへんな話をしてしまって。「ぞろ
と呉服まつりの小侍」この句が面白いなと思った
のは、柱の孔からぞろぞろとお祭りの人たちが出 くるよ 、そんな印象があるんですね。私も一昨年『一茶の連 』とい本を出しましたけれど、書評に「詩人の読みだ」と書かれてまって。何か突飛な考え方や感じ方をしてしまったりすることもあるようです。次は成美です。
しづく雫ながらに松の木をひく
これも夏目成美と一茶の、二年ほど前の連句にですね、一茶
の句で「山城の衆に野松を見てもらひ」山城――京都のほうですか。植木屋さんですかね。どの枝ぶりの松がいいか、を見てもらったん しょうか。一茶も、お大尽の句を作ったりするんです。貧乏 ほうは実感 こもったすごいのを作って ます。「金を拾ふて棒で打たるゝ」 とか、 「ひだるい腹を二夜かゝへる」「何喰はずともあゝ涼しいぞ」 「日は暮れかゝる腹はへるなり」 。こういうの 一茶の句は研究価値がないと言われてしまうんでしょうか。それから、お大尽の句はやっぱり着丈にあってないというか、こ いうの 作るんですよ。 「美しく寝て暮さるゝ
さく
あす
花も咲」 「百年も一人寝て見 花 て」 「けふは芝居日翌日はからくり」 。裕福な町家 暮らしぶりを詠んでいますけれど、一茶自身の刺すよ な視線を感じないわけにはいきませんね。それで、さっきの貧乏人の句からは肉声が聞こえ きますね 打たれ強さ、た ましさ、快活さがあります。
一茶研究家の丸山一彦さんという方、亡くなられましたけれ
ども、 「一茶の俳句や俳文はよく知られているが、連句については不当に閑却されてきた。 」 「不当」だっていうふう 書かれています。技倆の伯仲した親しい俳友、例えば樗堂――栗田樗堂という、松山のお寺 んの俳人で この人も番付 は上でしたね。一瓢という人は江戸日暮里 本行寺 月見寺というお寺の住職です。鶴老、この人は下総の守谷――いま 茨城県。この人も住職ですね。こ いう人たち 家を泊まり歩いて た
一茶の連句
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り付合の呼吸も合って佳篇が多いが、晩年に郷里の門弟たちと試みた作品は吟調の緩みや一茶調 安易な繰り返 が多く、見るべきものに乏し よ で る」なんて丸山さんは書かれていますけれど、小林計一郎さんという、長野の方ですが、この方はでも、 「一茶の連句は ままで まり研究されていないが、この連句編を通読してみて、これが一茶研究の宝庫だとつく感じた」と書かれています。こうい 方も らっしゃいます。
一茶はご承知のように家庭運に恵まれなかったですね。結婚
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